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公益財団法人げんでんふれあい福井財団は、�
福井県の文化振興とふれあいとゆとりのある
地域づくりに寄与することを目的に、県民の
皆様との絆を大切にした広報誌を目指します。
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表紙の説明『敦賀市赤崎 山の神講』

日本の山々を支配する民俗神の�
山の神は、大変醜い女神とされ、�
オコゼを供えるとこの世に自分より
も不細工なものがいると喜ばれると
されています。春になると山の神は
水田に降りて田の神になり、収穫を
見届けて田の神からふたたび山の�
神になるとの去来伝承（交替伝承）
もあり、若越では伝承、祀り方に�
相違が見られます。敦賀市赤崎の山
の神講の担い手は男子小学生がつと
め、講宿から裸で走って大日堂前の山の神に勢ぞろいをし、堂内
で魔除けのシトギを体に塗りたくって区内の安全を祈ります。
� （写真撮影：吉田俊雄さん）

敦
賀
で
は
、毎
年
９
月
２
日
か
ら
15
日
に
開
催
さ
れ
る﹁
氣

比
神
宮
例
祭
﹂
に
合
わ
せ
て
敦
賀
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
市

民
総
参
加
の
も
と
、
神
輿
や
６
基
の
山
車
が
市
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。
各
商
店
街
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
広
場
や
カ
ー
ニ
バ

ル
大
行
進
、
市
民
総
踊
り
の
民
謡
踊
り
の
夕
べ
な
ど
、
こ
の

時
期
、
街
は
祭
り
一
色
に
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
今
年
度

の
敦
賀
ま
つ
り
は
、
令
和
６
年
３
月
16
日
に
北
陸
新
幹
線
が

敦
賀
ま
で
延
伸
開
業
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
北
陸
新
幹
線

開
業
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
沿
線
市
町
の
観
光
物
産
展
や

ご
当
地
ア
イ
ド
ル
の
イ
ベ
ン
ト
﹁
街
波
ア
イ
ド
ル
フ
ェ
ス
﹂

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
合
計
約
16

万
人
も
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
敦
賀
ま
つ
り
の
賑
わ
い
や
山
車
の
伝
統
に
つ
い
て
、

一
年
を
通
し
て
紹
介
し
て
い
る
施
設
が
み
な
と
つ
る
が
山
車

会
館
で
す
。

み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館
は
相
生
町
の
博
物
館
通
り
入
り

口
に
あ
っ
て
、隣
接
す
る
敦
賀
市
立
博
物
館
（
重
要
文
化
財
・

大
和
田
銀
行
本
店
本
館
）
と
と
も
に
、
敦
賀
を
代
表
す
る
本

物
の
文
化
財
が
見
学
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
周
辺

の
相
生
町
、
蓬
莱
町
、
元
町
周
辺
は
古
く
か
ら
日
本
海
側
有

数
の
港
で
あ
る
敦
賀
町
の
中
心
地
と
し
て
、
多
く
の
町
衆
が

住
み
、
商
店
や
蔵
が
立
ち
並
ぶ
界
隈
で
し
た
。
そ
の
町
衆
の

経
済
的
な
繁
栄
と
氣
比
神
宮
へ
の
信
仰
を
背
景
に
、
敦
賀
の

山
車
は
室
町
時
代
後
期
（
16
世
紀
）
に
誕
生
し
、
江
戸
時
代

を
通
し
て
豪
華
華
麗
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
社

会
情
勢
の
変
化
や
戦
災
を
経
て
、
現
在
は
６
基
の
山
車
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
山
車
会
館
で
は
こ
の
６
基
を
収
納
し
３
基

を
常
時
展
示
し
て
い
ま
す
。

山
車
会
館
内
は
、
令
和
６
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀

延
伸
開
業
に
合
わ
せ
て
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
魅

力
を
一
新
し
ま
し
た
。
中
で
も
メ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
は
、﹁
氣

比
さ
ん
祭
り
（
地
元
の
人
が
親
し
み
を
込
め
た
呼
び
名
）﹂

の
始
ま
り
か
ら
山
車
の
巡
行
ま
で
を
大
画
面
で
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。
地
元
出
身
の
俳
優�

大
和
田
伸
也
さ
ん
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
あ
わ
せ
て
、
祭
り
と
山
車
の
す
ご
さ
を
じ
っ
く
り

体
感
で
き
る
と
お
客
様
か
ら
も
好
評
で
す
。
そ
の
他
に
も
、

兜
や
陣
羽
織
な
ど
が
着
ら
れ
る
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
や
、
敦
賀

市
の
伝
統
の
祭
り
を
紹
介
す
る
映
像
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
充
実

し
て
お
り
、
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
利
用
で
き

257



施
設
の

ご
紹
介

敦賀市

敦
賀
ま
つ
り
と

　み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館

や

ま

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
解
説
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

新
幹
線
敦
賀
開
業
後
の
令
和
６
年
10
月
時
点
で
は
、
有
料

入
館
者
数
が
前
年
比
で
２
倍
を
超
え
、
県
外
か
ら
は
、
関
東

地
域
の
来
館
者
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
開
業
の
効
果

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
観
光
客
を
出
迎
え
る
新
幹
線
敦
賀
駅
で

は
、
敦
賀
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
山
車
の
水
引
幕

の
図
柄
が
コ
ン
コ
ー
ス
の
柱
の
装
飾
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
録
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
山
車
会
館
の
別
館

﹁
旧
大
和
田
銀
行
本
店
社
屋
﹂
は
、
大
和
田
銀
行
の
本
店
社

屋
と
し
て
昭
和
２
年
（
１
８
２
７
）
ま
で
使
わ
れ
た
建
物
で

す
。
明
治
25
年（
１
８
９
２
）に
２
代
目
大
和
田
荘
七
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
大
和
田
銀
行
は
、
低
金
利
に
よ
る
融
資
を
行

う
な
ど
、
敦
賀
港
の
近
代
化
を
支
え
ま
し
た
。
こ
の
別
館
で

は
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
北
前
船
交

易
や
敦
賀
城
主
大
谷
吉
継
に
つ
い
て
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

常
設
し
て
い
ま
す
。

敦
賀
で
は
﹁
山
車
﹂
を
﹁
や
ま
﹂
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
の
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
し
た

敦
賀
の
山
車
の
伝
統
で
す
。
当
初
は
、
旧
暦
の
８
月
４
日
の

山
車
の
巡
行
の
他
に
、
３
日
に
は
練
物
（
仮
装
行
列
や
芸
能
、

飾
り
付
け
た
棚
な
ど
が
練
り
歩
く
）
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
江
戸
時
代
前
期
に
は
、
当
時
敦
賀
を
治
め
て
い
た

小
浜
藩
か
ら
規
制
を
受
け
る
ほ
ど
数
も
増
え
、
大
型
化
し
、

豪
華
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
練
物
の
中

に
も
や
が
て
、
裕
福
な
商
人
が
個
人
で
、
あ
る
い
は
組
合
で

立
派
な
山
車
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
幕
末
に
は
多
い
時
で
50

基
も
の
山
車
が
出
さ
れ
た
と
記
録
に
残
る
ほ
ど
で
し
た
。

明
治
に
な
る
と
３
日
の
練
物
は
中
止
、
４
日
の
山
車
も
そ

れ
ま
で
の
大
型
の
山
車
は
廃
止
し
て
、
小
型
の
個
人
持
ち
の

山
車
を
町
の
山
車
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
山
車

は
数
を
減
ら
し
ま
す
が
、
昭
和
15
年
ま
で
10
基
の
山
車
が
巡

行
を
続
け
ま
し
た
。
昭
和
20
年
７
月
の
敦
賀
空
襲
で
大
き
な

被
害
が
あ
り
、
山
車
も
多
く
が
焼
失
し
て
い
ま
す
。
残
さ
れ

た
山
車
も
継
続
が
困
難
と
な
り
一
旦
は
行
わ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
山
車
復
興
の
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
53
年
に
は

御
所
辻
子
山
車
が
巡
行
を
再
開
。
翌
54
年
に
は
金
ヶ
辻
子
山

車
も
こ
れ
に
加
わ
り
、
昭
和
57
年
か
ら
は
唐
仁
橋
山
車
も
復

活
し
ま
し
た
。
ま
た
、
つ
る
が
の
山
車
保
存
会
は
市
内
に
残

る
山
車
の
部
材
や
懸
装
品
な
ど
を
発
見
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
、

足
り
な
い
部
材
を
補
っ
て
東
町
、
観
世
屋
町
、
鵜
飼
ヶ
辻
子

の
３
基
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
６
基
の
山
車
は
敦
賀
ま

つ
り
を
華
や
か
に
彩
り
、
敦
賀
の
町
衆
の
歴
史
と
心
意
気
を

多
く
の
人
々
に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
（
敦
賀
市�

商
工
貿
易
振
興
課
、

　
　
　

み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館
）

きらめきみなと館

金崎宮
金ヶ崎城跡

人道の港
敦賀ムゼウム

ランプ小屋

敦賀鉄道資料館

金ヶ崎緑地

赤レンガ倉庫

金前寺

港湾
合同庁舎

市民文化センター

天満神社

金ヶ崎緑地休憩所
P

P

P

P

P

P

敦賀郵便局

商工会議所

コンビニ

敦賀市立博物館

永賞寺

晴明神社

八幡神社

西小 文

南小文

角鹿小中学校
文

気比中文

8

キッズパークつるが
アクアトム

氣比神宮

敦
賀
港
線

（
貨
物
線
）※
廃
線

みなとつるが
山車会館
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北
陸
新
幹
線
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト

北
陸
新
幹
線
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
ま
で
の
延
伸
開
業
を
記
念
し
て
、

北
陸
新
幹
線
に
関
連
し
て
地
域
文
化
の
振
興
に
つ
な

が
る
事
業
に
対
し
て
特
に
手
厚
く
支
援
し
ま
し
た
。

南
正
時　

ふ
く
い
の
鉄
道
写
真
展
が
、
令
和
６
年
８
月
５

日
（
月
）
か
ら
８
日
（
木
）
ま
で
は
福
井
駅
東
口
ア
オ
ッ
サ
で
、

８
月
10
日
（
土
）
か
ら
９
月
５
日
（
木
）
ま
で
は
敦
賀
駅
西
口

ち
え
な
み
き
で
、
９
月
10
日
（
火
）
か
ら
23
日
（
月
・
休
）
ま

で
は
道
の
駅
越
前
た
け
ふ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
写
真

展
は
、
北
陸
新
幹
線
の
県
内
延
伸
開
業
を
記
念
し
て
福
井
新

聞
社
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
越
前
市
出
身
の
鉄
道
写
真
家�
南
正
時
さ
ん

が
撮
っ
た
、
県
内
の
懐
か
し
い
町
並
み
や
四
季
折
々
の
自
然

の
中
を
走
る
蒸
気
機
関
車
や
北
陸
線
特
急
の
﹁
雷
鳥
﹂、
福

井
鉄
道
の
車
両
な
ど
の
作
品
が
並
び
、
60
年
に
わ
た
り
日
本

各
地
の
鉄
道
写

真
を
撮
り
続
け

て
き
た
南
さ
ん

の
活
動
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し

た
。会

場
を
訪
れ

た
方
々
は
、
在

り
し
日
の
ふ
る

さ
と
の
懐
か
し

い
風
景
や
電
車

の
姿
に
郷
愁
を

誘
わ
れ
、
目
を

細
め
な
が
ら
見

入
っ
て
い
ま
し

た
。

Ｊ
ｏ
ｙ
Ｊ
ｏ
ｙ
敦
活
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
が
、﹁
さ
ぁ
出

か
け
よ
う
♪
敦
賀
の
輝
き
再
発
見
!
﹂
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

令
和
６
年
10
月
６
日
（
日
）
に
、
敦
賀
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

及
び
き
ら
め
き
み
な
と
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
市
民
活
動
団
体
が
集
ま
り
、
お
互
い
を
知
り
、
協
力
し
、

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
活
動
ふ
ぇ

す
実
行
委
員
会
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

フ
ェ
ス
タ
に
は
、
ダ
ン
ス
や
演
劇
等
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
11

団
体
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
体
験
や
ゲ
ー
ム
等
の
ブ
ー
ス
活
動

21
団
体
及
び
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
12
店
舗
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
の
約
４
０
０
０
人
の
来
場
者
は
、
ス
テ
ー
ジ

を
楽
し
み
、
敦
賀
の
歴
史
ク
イ
ズ
で
学
び
、
昆
布
か
き
等
を

体
験
し
、
タ
コ
飯
等
の
飲
食
に
舌
鼓
を
打
ち
、
敦
賀
の
名
産

を
お
土
産
に
購
入
す
る
等
、
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
イ
ベ
ン
ト�

ハ
ー
モ
ニ
ー
文
化

フ
ェ
ス
が
、
令
和
６
年
10
月
12
日
（
土
）
~
13
日
（
日
）
に

福
井
市
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
ふ
く
い
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
令
和
６
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
の
県
内
開
業

を
記
念
し
て
、（
一
社
）
福
井
県
文
化
協
議
会
が
福
井
県
と

連
携
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

大
ホ
ー
ル
で
は
、
福
井
農
林
高
校
郷
土
芸
能
部
、
明
道
中

学
校
合
唱
部
等
の
発
表
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
に
合
わ

せ
た
ダ
ン
ス
や
、
よ
さ
こ
い
等
の
演
舞
な
ど
が
、
小
ホ
ー
ル

で
は
、
ハ
ー
プ
や
邦
楽
等
の
演
奏
、
長
唄
、
二
胡
等
の
演
奏

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
お
茶
席
、
絵
画
・
書

道
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
も
の
づ
く
り
体
験
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
、
練
習
室
で

は
、
書
道
、
絵

画
、
俳
句
・
川

柳
の
展
示
が
行

わ
れ
る
な
ど
、

全
館
を
使
っ
て

の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ

た
延
３
０
０
０

人
の
方
々
は
、

福
井
の
文
化
を

体
験
・
体
感
し

て
い
ま
し
た
。

南
正
時　
ふ
く
い
の
鉄
道
写
真
展

南
正
時　
ふ
く
い
の
鉄
道
写
真
展

Ｊ
ｏ
ｙ
Ｊ
ｏ
ｙ
敦
活
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

Ｊ
ｏ
ｙ
Ｊ
ｏ
ｙ
敦
活
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

ハ
ー
モ
ニ
ー
文
化
フ
ェ
ス

ハ
ー
モ
ニ
ー
文
化
フ
ェ
ス
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敦賀市

赤崎

山
の
神
講

山
の
神
講

や
ま

か
ん

こ

山
々
を
支
配
す
る
神

八や
お
よ
ろ
ず

百
万
と
言
わ
れ
る
日
本
の
神
々
の
中
で

も
、
山
の
神
は
海
の
神
、
水
の
神
、
地
の
神
、

田
の
神
な
ど
と
と
も
に
、
も
っ
と
も
プ
リ
ミ

テ
ィ
ブ
（
原
初
的
）
な
神
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
代
か
ら
日
本
の
山
々

を
領う
し
はく

（
支
配
す
る
）
神
と
し
て
大
変
畏
れ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
言
わ
ば
森
羅
万
象
に
神

霊
が
宿
る
と
す
る
原
始
神
道
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム

の
表
象
と
し
て
、
民
俗
神
の
山
の
神
が
全
国

各
地
で
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
そ
の
信
仰
や
伝
承
、
祀
り
方

に
は
お
の
お
の
多
様
な
形
態
が
あ
り
、
た
と

え
ば
当
県
に
お
い
て
も
若
狭
越
前
、
嶺
南
嶺

北
地
方
で
は
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。若

越
の
民
俗
相
違

ち
な
み
に
、
山
の
神
の
信
仰
は
若
狭
地
方

で
は
全
域
に
顕
著
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
一

集
落
に
お
い
て
山
域
の
谷
ご
と
に
山
麓
に
祠

を
安
置
し
て
祀
ら
れ
、
12
月
９
日
の
﹁
冬
の

山
の
口
﹂
と
、
翌
年
の
１
月
も
し
く
は
２
月

の
９
日
に
﹁
春
の
山
の
口
﹂
祭
り
が
村
の
お

講
（
山
の
神
講
）
と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
当
日
は
神
の
来
臨
を
表
す
﹁
山
の
神
講

荒
れ
（
や
ま
の
か
ん
こ
う
あ
れ
）﹂
と
呼
ば
れ
、

必
ず
荒
天
と
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
は

山
の
神
が
白
兎
に
乗
っ
て
木
の
種
子
を
撒
き
、

秋
に
は
種
を
拾
い
集
め
る
の
で
、
当
日
は
山

へ
入
る
と
山
の
神
に
木
と
一
緒
に
数
え
ら
れ
、

そ
の
祟
り
で
大
怪
我
を
す
る
と
し
て
入
山
が

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
１
月
４
日
の

﹁
初
山
入
り
﹂（
伐こ

り
初
め
）
に
は
山
仕
事

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
全
国
的
に
山
の
神
は

大
変
不
細
工
で
醜
い
女
の
神
と
言
わ
れ
、
お

供
え
の
オ
コ
ゼ
を
見
て
世
の
中
に
こ
れ
ほ
ど

め
ん
ど
い
（
醜
い
）
顔
が
あ
る
の
か
と
喜
ば

れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
越
前
地
方
で
は
、
弥
陀
一
仏
へ
の

帰
依
を
重
ん
じ
る
真
宗
門
徒
が
多
く
俗
信

が
排
斥
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
民
俗
信
仰
と
さ

れ
る
山
の
神
の
祭
礼
行
事
は
極
め
て
希
薄

で
、
小
祠
で
祀
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、

む
し
ろ
山
全
体
が
山
の
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
の
神
の
日
に
は
山
師
と
さ
れ
る
山
林
労
働

者
た
ち
が
宿
に
集
ま
り
、日
頃
の
激
務
を
労
っ

て
休
養
し
、
楽
し
く
歓
談
し
て
す
ご
し
ま
す
。

全
国
各
地
で
、﹁
春
に
な
る
と
山
か
ら
山

の
神
が
里
に
下
り
て
来
て
田
の
神
に
な
り
、

一
年
間
水
田
を
見
守
り
収
穫
を
見
届
け
て
、

秋
に
な
る
と
今
度
は
田
の
神
が
山
の
神
に
な

る
﹂
と
言
わ
れ
、
民
俗
学
の
概
念
で
は
﹁
山

の
神
と
田
の
神
の
去
来
伝
承（
交
替
伝
承
）﹂

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
承
は
焼
畑
農

耕
か
ら
水
田
農
耕
へ
の
変
遷
が
あ
と
づ
け
ら

れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
不
思
議
な

こ
と
に
、
若
狭
に
は
こ
の
去
来
伝
承
は
見
ら

れ
ず
、
民
俗
文
化
の
希
薄
な
越
前
地
方
の
一

部
の
山
間
部
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
極

め
て
異
例
の
現
象
と
言
え
ま
す
。（
ち
な
み

に
、
若
狭
の
後
背
地
の
滋
賀
県
高
島
郡
一
帯

に
は
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
）

子
供
の
山
の
神
祭
り

敦
賀
市
は
越
前
一
宮
の
所
在
地
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
木
の
芽
山
嶺
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、

古
来
近
畿
圏
に
近
く
、
方
言
も
近
畿
方
言
に

分
類
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
若
狭
・
嶺
南
地

方
の
民
俗
文
化
圏
に
属
し
て
お
り
、
今
な
お

豊
か
な
祭
礼
行
事
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
に
、
敦
賀
市
北
部
の
越
前
海
岸
に
面

し
た
赤
崎
に
は
、
毎
年
子
供
た
ち
が
主
体
に

な
っ
て
山
の
神
を
祀
る
﹁
山
の
神
講
（
や
ま

の
か
ん
こ
）﹂
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

﹁
講
宿
﹂
と
呼
ば
れ
る
当
番
の
宿
は
、
新

築
や
改
築
を
し
た
家
が
務
め
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
今
年
は
12
月
８
日
の
早
朝
、﹁
ヤ

マ
ノ
カ
ン
コ
ノ
ヤ
ド
﹂
に
男
子
小
学
生
が
集

合
し
、
先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
一
晩
水

に
漬
け
た
五
合
の
新
米
を
擂
鉢
に
入
れ
て
お

神
酒
を
注
ぎ
シ
ト
ギ
（
粢
）
を
作
り
ま
す
。

泥
状
に
す
り
つ
ぶ
し
た
シ
ト
ギ
を
巨
大
な
藁

力飯をほおばる様子

シトギを作っている様子

山の神に奉納する縄苞
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大日堂

無事神事を終えて帰途につく様子

の
苞
に
包
み
込
み
、
床
の
間
に
安
置
し
て
準

備
万
端
。
腰
に
左
縄
で
綯な

っ
た
注
連
縄
を
撒

い
た
褌
姿
の
大
将
と
パ
ン
ツ
姿
の
年
少
の
児

童
が
お
に
ぎ
り
の
﹁
力
め
し
﹂
で
腹
ご
し
ら

え
を
し
て
、﹁
山
の
カ
ン
コ
の
ま
つ
り
や
ー

い
﹂﹁
そ
り
ゃ
何
の
ま
つ
り
や
ー
い
﹂
と
ま

ず
は
玄
関
で
気
勢
を
上
げ
て
三
周
し
、
元
気

よ
く
講
宿
を
出
発
。
大
将
は
シ
ト
ギ
を
入
れ

た
重
箱
と
、
徳
利
を
持
つ
。
寒
気
厳
し
い
村

の
藪
陰
の
細
道
を
、
小
川
沿
い
に
村
び
と
の

拍
手
と
歓
声
を
あ
び
て
一
路
谷
間
の
入
り
口

に
あ
る
古
び
た
大
日
堂
へ
と
走
り
ま
す
。
な

お
、
こ
の
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
巨
大
な
藁
苞

は
、
佐
倉
市
に
あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

堂
前
の
山
の
神
に
到
着
す
る
と
、
神
木
の

松
の
木
の
根
元
へ﹁
大
将
﹂﹁
一
番
﹂﹁
二
番
﹂

﹁
三
番
﹂
と
順
番
に
掛
け
声
を
か
け
て
注
連

縄
や
苞
を
供
え
、
そ
の
後
堂
内
へ
入
り
、
大

日
如
来
像
の
厨
子
に
重
箱
を
供
え
、
秋
葉
権

現
に
参
拝
。
持
参
し
た
シ
ト
ギ
を
顔
と
胸
に

こ
す
り
つ
け
ま
す
。
そ
の
由
来
は
、
む
か
し

顔
は
猿
、
体
は
虎
、
尾
は
蛇
の
姿
を
し
た
鵺ぬ
え

と
い
う
妖
怪
が
出
現
し
村
中
を
荒
ら
し
ま

わ
っ
た
の
で
、
神
仏
に
祈
願
し
て
退
治
し
た

と
の
伝
説
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
シ
ト

ギ
を
塗
り
た
く
っ
て
地
蔵
に
化
け
れ
ば
災
難

に
見
舞
わ
れ
な
い
と
さ
れ
、
併
せ
て
集
落
の

平
安
と
無
病
息
災
を
祈
願
。
左
回
り
に
堂
内

を
三
周
し
、
再
度
も
と
来
た
道
を
戻
り
、
宿

の
た
ら
い
で
シ
ト
ギ
を
洗
い
流
し
、
一
通
り

無
事
子
供
た
ち
に
よ
る
恒
例
の
﹁
山
の
神

講
﹂
が
終
了
と
な
り
、
い
わ
ば
来
る
べ
き
平

穏
な
新
年
が
山
の
神
に
託
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

（
日
本
地
名
研
究
所

所
長　

金
田
久
璋
）

大日如来像の前でシトギを体に塗る様子堂内を三周する様子

講宿で気勢をあげる様子

参
考
文
献
:

　

木
戸
聡
﹁
赤
崎
の
﹁
山
の
神
講
﹂

に
つ
い
て
﹂

　
　
　
（﹃
北
陸
の
民
俗
﹄）

（写真撮影：吉田俊雄さん）
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銀
座
や
新
潟

県
で
の
国
際

芸
術
祭
な
ど

で
も
作
品
を

発
表
し
、
高

く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

福
井
市
美

展
実
行
委
員

を
務
め
、
県

内
の
芸
術
文

化
の
活
性
化

に
も
尽
力
し

て
い
る
。

し
て
は
初
め
て
の
選
出
。
近
年
の
作
品
テ
ー
マ
は
﹁
令
和
の

時
代
に
合
っ
た
古
典
の
表
現
﹂。
古
典
を
基
調
と
し
つ
つ
新

し
い
感
覚
を
追
い
求
め
て
い
る
。

福
井
商
業
高
校
の
教
諭
と
し
て
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力

し
て
い
る
。

高
校
時
代
に�

生
き
る
実
感
が

持
て
る
創
作
に

引
か
れ
、
彫
刻

家
を
目
指
す
。

文
星
芸
術
大
学

に
入
学
し
、
杉
山
惣
二

さ
ん
、
須
藤
博
志
さ
ん
ら
に
師
事
。
そ
の
後
、
多
摩
美
術
大

学
大
学
院
に
進
む
。
洞
窟
壁
画
に
触
発
さ
れ
、
牛
や
ラ
イ
オ

ン
な
ど
を
木
彫
や
テ
ラ
コ
ッ
タ
（
素
焼
き
）
で
力
強
く
表
現

し
て
い
る
。
作
品
テ
ー
マ
は
、
素
材
か
ら
作
品
が
産
ま
れ
る

瞬
間
の
美
し
さ
力
強
さ
を
表
現
す
る
こ
と
。
最
小
限
の
手
数

で
作
品
と
し

て
成
り
立
つ

か
、
を
意
識

し
て
い
る
。

福
井
市
美

展
で
市
長
賞

４
回
、
県
美

展
で
２
年
連

続
の
知
事
賞

を
受
賞
。
令

和
６
年
か
ら

は
県
美
展
で

会
員
推
挙

（
無
鑑
査
）と

な
る
。
東
京

「称揚」

小
学
生
で
書

道
を
始
め
、
今

村
桂
山
さ
ん

（
福
井
市
）
に

師
事
。
漢
字
書

道
の
研
究
を
続

け
、
筆
致
は
太

く
力
強
く
、
文
字
の
大
小
、
構
成
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
全
体

を
引
き
締
め

た
作
品
を
県

内
外
で
発
表

し
て
い
る
。

全
国
公
募

展
の
日
展

で
は
平
成
19

年
に
初
入
選
。

以
降
も
入
選

を
重
ね
、
現

在
は
日
展
会

友
。
令
和
３

年
に
は
福
井

書
作
家
協
会

の
県
書
壇
功

績
賞
に
選
ば

れ
る
と
と
も

に
、
令
和
６

年
の
第
78
回

日
本
書
芸
院

展
で
次
代
を

担
う
若
手
の

﹁
魁か
い

星せ
い

作
家
﹂

に
選
ば
れ
た
。

県
内
作
家
と

令
和
６
年
度
げ
ん
で
ん
芸
術
新
人
賞

将
来
を
大
い
に
期
待
で
き
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
県
内
在
住
の

新
人
芸
術
家
に
「
げ
ん
で
ん
芸
術
新
人
賞
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

【
授 

賞 

式
】
令
和
６
年
11
月
17
日
（
日
）

書道

田村 彰規さん
（福井市）

工芸（木彫）

「彰嘉瑞」

「desolation  row」

受賞者の田村さんと来賓の皆さん 「vanishing point」

西井 武徳さん
（福井市）
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時間軸や空間軸が捻れた海岸線上に浮かぶ３つのシルエット…３人はどこか異世界へと歩
を進めているようだ...。そんな幻想を抱かせる本作は、コンピュータグラフィックスではな
く、写真！選ばれたモチーフ、時間帯、構図、そして何よりカメラマンの感性が、この″幻惑的な
傑作写真″を生み出した!!� （講評：福井県立美術館 副館長（学芸） 西村 直樹さん）

ふ
る
さ
と
福
井
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
等
の
地
域
資
源
を
題
材
に
し
た

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

【
応
募
総
数
】 

１
２
０
名 

３
７
５
点

【
表 

彰 

式
】
令
和
６
年
11
月
17
日
（
日
）

総　評
審査委員長  写真家
水谷内 健次さん

今
年
は
、
昨
年
よ
り
多
い
３
７
５
点
が
集
ま
り
、
審
査
会
場
が
狭
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
の
作
品
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
が
あ
り
、
じ
っ
く
り
と
見
て
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

テ
ー
マ
は
、
ふ
く
い
の
﹁
美
﹂
で
あ
り
ま
し
た
が
、﹃
夕
映
え
シ
ル
エ
ッ
ト
ロ
マ
ン
﹄
は
、

美
と
い
う
点
に
お
き
ま
し
て
大
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
し
た
。
夕
映
え
の
複
雑
な
色
の

美
し
さ
を
見
事
に
捉
え
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
賞
の
﹃
大
火
勢
採
火
﹄
は
、
闇
に
浮
か
ぶ

火
の
美
し
さ
を
祭
り
が
始
ま
る
高
揚
感
と
共
に
伝
え
て
い
ま
す
。﹃
美
脚
県
都
を
舞
う
﹄
は
、

色
と
構
図
の
シ
ン
プ
ル
な
美
し
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。﹃
内
緒
話
﹄
は
、
高
校
生
の
初
々

し
さ
と
新
鮮
さ
が
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

テーマ

夕映えシルエットロマン

美脚県都を舞う

内緒話

第
18
回
げ
ん
で
ん
ふ
る
さ
と
大
賞

　
 

２
０
２
４
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

斎藤  俊治さん（坂井市）

ふるさと賞

ふ
く
い
の「
美
」

市村  宣和さん（福井市）

加藤  和奏さん（丹生高校）

大火勢採火
江守  伸二さん（福井市）

ふるさと
大賞

ふるさと
大賞
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早天の幻想

秋彩デコトラ 丸岡城のライトアップ「ヒカリ」

青空を突っ切る直線美

ＣＯＳＭＯＳ

富士フイルムイメージングシステムズ㈱賞 ㈱フジカラー北陸賞福井県カメラ商組合賞

受賞者と来賓の皆さん

優秀賞

協賛社賞

藤村  留美さん（敦賀市）

夏の日の思い出
廣部  美咲さん（丹生高校）

豊作の笑み
大塚  菜南子さん（丹生高校）

藤井  誠治さん（福井市）上田  幸生さん（坂井市） 竹次  一雄さん（福井市）

嶋  由有美さん（福井市）

橋本  隆さん（坂井市）

※�

入
賞
者
の
方
々
の
お
名
前
及
び
作

品
は
、
当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

�https://w
w
w
.genden.or.jp/

honor/
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ベ
イ
ビ
ー
ブ
ー
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

ベ
イ
ビ
ー
ブ
ー
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢  

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

ベ
イ
ビ
ー
ブ
ー
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
金
沢�

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
令
和
６
年
６
月
30
日

（
日
）
に
若
狭
町
の
パ
レ
ア
若
狭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
、
歌
の
持
つ
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
パ
レ
ア
若
狭
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

﹁
声
﹂
だ
け
で
魅
せ
る
唯
一
無
二
の
コ
ー
ラ
ス
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ�

ベ
イ
ビ
ー
ブ
ー
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
の
弦
楽
四
重
奏
と
の
コ
ラ
ボ
は

初
の
組
み
合
わ
せ
。

﹁
地
上
の
星
﹂、﹁
か
ら
た
ち
の
花
﹂、﹁
花
は
咲
く
﹂
な
ど
、

一
度
は
聞
い
た
こ

と
の
あ
る
約
20
曲

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、

観
客
は
、
懐
か
し

さ
を
感
じ
な
が
ら

心
地
よ
い
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

ベ
イ
ビ
ー
ブ
ー

と
一
緒
に
歌
う

コ
ー
ナ
ー
で
は
、

振
付
を
つ
け
て
来

場
者
全
員
で
﹁
ド

レ
ミ
の
歌
﹂
を
歌

い
、
会
場
が
一
体

と
な
っ
て
歌
う
こ

と
の
楽
し
さ
を
味

わ
い
ま
し
た
。 越

前
若
狭
の
文
化
活
動

越
前
若
狭
の
文
化
活
動

福
井
県
茶
道
連
盟
和
光
会

福
井
県
茶
道
連
盟
和
光
会

第第
7676
回
煎
抹
各
流
大
茶
会

回
煎
抹
各
流
大
茶
会

第
76
回
煎
抹
各
流
大
茶
会
が
、
令
和
６
年
９
月
28
日
（
土
）

か
ら
29
日
（
日
）
に
福
井
市
の
福
井
新
聞
社
風
の
森
ゾ
ー
ン

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
茶
会
は
、
茶
道
文
化
の
普
及
や
振
興
を
目
的
と
し
て
、

福
井
県
茶
道
連
盟
和
光
会
に
加
盟
す
る
煎
茶
６
流
、
抹
茶
７

流
の
計
13
流
派
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

各
流
派
は
、
朱
傘
を
立
て
た
り
、
秋
明
菊
や
フ
ジ
バ
カ
マ

な
ど
季
節
の
草
花
を
飾
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
演
出

を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。
茶
席
の
亭
主
は
、
整
然
と
し
た
所

作
で
煎
茶
や
抹
茶
の
お
点
前
を
披
露
し
、
和
菓
子
な
ど
と
と

も
に
振
る
舞

い
ま
し
た
。

こ
の
茶
会

は
、
こ
れ
ま

で
は
春
に
屋

外
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年

は
秋
の
屋
内

開
催
で
し
た
。

子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
の

幅
広
い
年
齢

層
の
参
加
者

に
と
っ
て
、

伝
統
文
化
に

親
し
め
る
格

好
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
６
回
敦
賀
気
比
高
校
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

第
６
回
敦
賀
気
比
高
校
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

ア
ー
ト
展
け
ひ
の
わ

ア
ー
ト
展
け
ひ
の
わ

第
６
回
敦
賀
気
比
高
校
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
ア
ー
ト
展
け
ひ
の
わ
が
、

令
和
６
年
11
月
１
日
（
金
）
か
ら
11
月
３
日
（
日
・
祝
）
に
、

敦
賀
市
の
プ
ラ
ザ
萬
象
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

卒
業
生
が
恩
師
を
招
い
て
、
共
に
絵
心
・
も
の
づ
く
り
の
心

を
楽
し
み
、
恩
師
と
卒
業
生
同
士
、
又
、
来
場
者
と
の
交
流
・

繋
が
り
を
目
的
に
催
し
た
も
の
で
す
。

今
回
は
恩
師
２
人
と
卒
業
生
13
人
で
の
展
示
で
、
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
は
イ
ラ
ス
ト
、
染
織
、
切
り
絵
、
水
彩
画
、
エ
ア

ブ
ラ
シ
画
、
造
形
、
ア
ク
リ
ル
画
、
鉛
筆
画
、
ネ
イ
ル
ア
ー

ト
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
と
様
々
な
作
品

が
並
び
、
３
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
方
々
は
、
活
き
活
き
と
輝
い
た
表
情
で
作
品

を
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
た
り
、
作
家
と
会
話
し
て
い
ま
し
た
。

様
々
な
文
化
団
体
等
の
活
動
に
助
成
・
協
賛
を
行
い
ま
し
た
。
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げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
講
演
会

令
和
６
年
10
月
26
日
（
土
）
に
敦
賀
市
の
き
ら
め
き
み
な

と
館
で
、
げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
角
界
最
小
の
体
格
な
が
ら
、
様
々
な
技
を
繰
り

出
し
、﹁
技
の
デ
パ
ー
ト
﹂
と
言
わ
れ
、
技
能
賞
を
５
度
受

賞
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解
説
者
で
元
小
結�

舞
の
海
秀
平

さ
ん
。
講
演
の
テ
ー
マ
は
﹁
小
よ
く
大
を
制
す
﹂。

高
校
の
教
師
に
内
定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
輩

の
突
然
の
死
や
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
飛
行
機
事
故
を
免
れ

た
知
人
の
話
な
ど
か
ら
、
た
っ
た
一
度
の
人
生
だ
か
ら
と
、

周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
夢
で
あ
っ
た
大
相
撲
入
り
を
決

意
し
た
こ
と
、
身
長
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
に
シ
リ
コ
ン
を

頭
に
入
れ
て
新
弟
子
検
査
に
臨
ん
だ
際
の
痛
々
し
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
大
相
撲
解
説
の
裏
側
な
ど
の
笑
い
と
涙
の
絶
え
な

い
講
演
で
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
は
時
間
を
延
長
し
て
行
わ
れ
、
県
内
各
地

か
ら
詰
め
か
け
た
約
２
０
０
人
の
相
撲
フ
ァ
ン
は
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
げ
ん
で
ん
ふ
る
さ
と
大
賞

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

令
和
６
年
11
月
17
日
（
日
）
か
ら
24
日
（
日
）
ま
で
、
げ

ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
敦
賀
市
本
町
）
で
、
第
18

回
げ
ん
で
ん
ふ
る
さ
と
大
賞
２
０
２
４
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
応
募
作
品
３
７
５
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、

ふ
る
さ
と
大
賞
１
点
、
ふ
る
さ
と
賞
３
点
、
優
秀
賞
５
点
を

始
め
、
41
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
多
く
の
方
々
は
、
自
然
、
風
景
、
伝
統
行
事
な
ど

が
心
豊
か
に
表
現
さ
れ
た
写
真
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

又
、同
様
の
展
示
を
、12
月
11
日
（
水
）
か
ら
17
日
（
火
）

ま
で
、
初
め
て
、
福
井
駅
東
口
ア
オ
ッ
サ
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

（
福
井
市
手
寄
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
新
幹
線
開
業
後
初
め

て
の
年
末
に
向
け
た
時
期
と
あ
っ
て
、
県
民
や
観
光
客
な
ど

多
く
の
方
々
が
、﹁
ふ
く
い
の
美
﹂
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

福
井
県
連
合
婦
人
会
講
演
会

令
和
６
年
９
月
11
日
（
水
）
に
あ
わ
ら
市
の
グ
ラ
ン
デ
ィ

ア
芳
泉
で
、
福
井
県
連
合
婦
人
会
と
共
催
で
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
は
、
喜
劇
役
者�

故
・
岡
八
郎
氏
の
長
女
で
あ
る
市

岡
裕
子
さ
ん
で
、﹁
人
生
あ
き
ら
め
た
ら
あ
か
ん
！
~
苦
し

い
と
き
こ
そ
夢
と
希
望
と
音
楽
を
~
﹂
と
題
し
て
講
演
頂
き

ま
し
た
。
市
岡
さ
ん
は
、
16
歳
の
時
に
う
つ
病
に
よ
る
自
殺

で
母
親
を
失
い
、
父
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
よ
る
リ
ス
ト

ラ
退
団
、
胃
が
ん
と
脳
挫
傷
、
弟
の
死
が
続
く
中
で
、
ア
メ

リ
カ
の
ハ
ー
レ
ム
黒
人
教
会
で
本
場
の
ゴ
ス
ペ
ル
に
出
会
い
、

ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
の
道
を
歩
ま
れ
ま
し
た
。

自
分
が
苦
し
い
と
き
に
知
人
の
助
け
を
得
て
人
生
を
諦
め

ず
に
生
き
ら
れ
た
こ
と
、
ま
ず
自
分
を
愛
す
る
こ
と
、
そ
し

て
、
自
分
を
傷
つ
け
た
人
を
許
す
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
最
後
に
は
歌
も
披
露
頂
き
ま

し
た
。

今
年
度
の
福
井
県
連
合
婦
人
会
講
演
会
は
、
全
国
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
福
井
大
会
の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
の
会
員
約
２
０
０
人
が
参
加

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
聴
衆
は
、
最
後
ま

で
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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⬆HPは
　コチラ

https://w
w

w
.genden.or.jp

◎地域文化の振興、青少年等の人材育成に関する事業
　・市民芸術文化団体の活動
　・海外との芸術文化の交流、国際文化交流団体の活動
　・地域文化の醸成・継承活動
　・新人芸術家の創作、発表活動
　・伝統芸能・伝統行事の保存と継承者の育成
　・郷土史の研究活動及び文化遺産の伝承活動　など
◎ふれあい及びゆとりの創造に関する事業
　・優れた芸術公演、展示の開催　など

対象となる活動

１　福井県内に活動の本拠を置く団体
２　構成員（会員）が、20名以上の団体
３　�令和７年４月１日現在で、�  

設立後２年を経過している団体

対象となる団体

助成率及び助成限度額

区分 助成率 助成限度額

北陸新幹線関連 １／２ 活動の種類により15万円〜 45万円

その他 １／３ 活動の種類により10万円〜 30万円

令和７年度において、地域文化の振興、青少年等の人材育成、ふれあい及びゆとりの創造を目的に
行う文化活動等に対する助成を受けたい団体を募集しています。

令 和 ７ 年 度 の 助 成 事 業 を 募 集 し て い ま す

応募方法

●�応募要領に記載する推薦団体の推薦書を添付して、助成事業申請書等を提出して下さい。� 
受付期間：令和６年12月10日（火）〜令和７年２月５日（水）16時必着

●�上記以外にも、助成申請にあたってご注意頂きたい事項があります。� 詳しくは、当財団
ホームページ（https://www.genden.or.jp/grant/）をご覧頂くか、げんでんふれあい
福井財団（☎0770－21－0291）にお問い合わせ下さい。

⬆詳しくは
　コチラ


